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鹿児島県
国保連合会広報誌

国
保

か
しごま

今月の
標語

〈理事長賞〉

作品を作った
きっかけ

日常、健康づくりで毎日、ウォーキングは欠かさない。いま元気で
いることに幸せを感じながら健康寿命を延ばすことが大切であ
ると思っています。花田地区の健康診断受診率の向上を願って

　　　　　　　　 健康づくり「標語コンクール」に応募しました。

元気です　それでも行きます　健診へ
第28回「健康増進月間」作文・標語コンクール受賞作品より

日置市

下村　みさ子さん

大崎町の中央公民館で行われた高齢者ふれあいサロン支援者研修会には元気な支援
者４７人が参加しました。この日の研修内容について参加者からは、「楽しくでき
たので、すぐにサロンで取り入れよう」や「大変いい勉強になったので参考にした
い」といった声が聞かれ、充実した研修になりました。

高齢者ふれあいサロン支援者研修会　
大隅（曽於）地区参加者のみなさん
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平成27年第１回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会

国保保険者の都道府県化を見据えた
事業の実施

【特  集】
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国
保
保
険
者
の
都
道
府
県
化
を
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え
た
事
業
の
実
施

平
成
27
年
第
１
回
鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

鹿児島市のマリンパレスかごしまで２月20日、平成27年第１回通常総会が開かれ、会員総数45人

中、委任状を含む26人が出席した。平成26年度の予算補正や規約の一部改正、平成27年度の

事業計画及び歳入歳出予算について審議され、10の報告事項と28の議決事項の全てが原案どおり

可決・承認された。
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三
カ
年
の
経
営
計
画
を
策
定

開
会
に
あ
た
り
、
本
会
の
本
田
修
一

理
事
長
（
志
布
志
市
長
）
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、「
厚
生
労
働
省
は
２
月
12
日
、
国

保
基
盤
強
化
協
議
会
の
協
議
を
踏
ま
え
、

国
民
皆
保
険
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で

あ
る
国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
な

運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
予
算

の
確
保
や
所
要
の
法
案
を
本
年
の
通
常
国

会
へ
提
出
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。
内
容

と
し
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
保

険
者
の
都
道
府
県
化
に
向
け
た
対
応
で
、

国
保
財
政
の
基
盤
強
化
と
し
て
、
平
成

29
年
度
以
降
は
、
毎
年
約
３
、４
０
０
億

円
の
財
政
支
援
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ま

た
、
医
療
費
適
正
化
に
取
り
組
む
市
町

村
への
財
政
支
援
策
と
し
て
「
保
険
者
努

力
支
援
制
度
」
の
創
設
や
予
期
し
な
い
給

付
増
・
保
険
料
収
納
不
足
の
財
政
リ
ス
ク

の
分
散
・
軽
減
の
た
め
「
財
政
安
定
化
基

金
」
の
創
設
な
ど
国
保
財
政
基
盤
を
強

化
す
る
も
の
と
なって
い
る
。
国
保
の
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
都
道
府
県
が
県
内
の
市
町
村
と
と
も
に

国
保
の
運
営
を
担
う
こ
と
が
示
さ
れ
、
都

道
府
県
は
、
都
道
府
県
内
の
統
一
的
な
国

保
の
運
営
方
針
の
策
定
を
行
い
、
医
療

給
付
費
等
の
見
込
み
を
立
て
市
町
村
ご
と

の
分
賦
金
の
額
の
決
定
や
市
町
村
ご
と
の

標
準
保
険
料
率
を
示
し
、
市
町
村
で
は
、

保
険
料
率
の
賦
課
・
徴
収
や
資
格
管
理
・

保
険
給
付
の
決
定
、
保
健
事
業
な
ど
の
役

割
分
担
も
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国

保
制
度
創
設
以
来
の
大
改
革
・
大
転
換
に

お
い
て
、
本
会
の
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら

三
カ
年
の
経
営
計
画
を
策
定
し
、
基
本
方

針
と
し
て
①
審
査
支
払
業
務
の
充
実
強

化
・
効
率
化
と
質
の
向
上
②
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
保
険
者
支
援
の
充
実
③
効
率
的
で
健

全
な
組
織
運
営
の
推
進
を
掲
げ
、
保
険
者

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
保
険
者
並
び

に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら

円
滑
な
運
営
に
向
け
て
さ
ら
に
取
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

改
革
に
向
け
適
切
な
対
応

続
い
て
来
賓
と
し
て
松
田
典
久
鹿
児

島
県
保
健
福
祉
部
長
の
代
理
と
し
て
永

野
司
次
長
が
「
国
民
健
康
保
険
制
度
に

つ
い
て
は
、
先
月
13
日
に
国
の
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
「
医
療

保
険
制
度
改
革
骨
子
」
が
決
定
さ
れ
、

ま
た
、
今
月
12
日
に
は
国
と
地
方
の
協
議

の
場
で
あ
る
「
国
保
基
盤
強
化
協
議
会
」

に
お
い
て
、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た

め
の
具
体
的
な
公
費
拡
充
策
や
、
保
険

者
機
能
強
化
の
た
め
の
国
保
運
営
の
あ
り

方
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ

れ
た
。
国
は
、
今
国
会
で
の
関
係
法
律

の
成
立
を
目
指
し
、
今
回
の
改
革
後
も

国
保
制
度
の
安
定
的
な
運
営
が
持
続
す

る
よ
う
制
度
全
般
に
つい
て
、
国
保
基
盤

強
化
協
議
会
等
で
必
要
な
検
討
を
進
め
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
所
要
の
措
置
を
講
じ

る
と
し
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、
今
後
と

も
市
町
村
や
国
保
連
合
会
と
密
接
に
連

携
し
、
今
後
の
改
革
に
向
け
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
各

保
険
者
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
等
の
保
健
事
業
の

充
実
や
後
発
医
薬
品
の
利
用
促
進
な
ど

の
様
々
な
医
療
費
適
正
化
対
策
、
保
険

料
の
収
納
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
国
保
制
度
の
健
全
か
つ
安

定
的
な
運
営
の
確
保
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

保
険
者
の
負
託
に
応
え
る

議
事
に
入
る
前
に
本
会
の
葛
迫
博
信

事
務
局
長
が
、
本
会
に
お
け
る
剰
余
金

の
取
り
扱
い
及
び
平
成
30
年
度
の
国
保

の
大
き
な
改
正
に
伴
う
、
環
境
の
著
し

い
変
化
へ
の
対
応
と
し
て
策
定
し
た
経
営

計
画
に
つい
て
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
本
田
理
事
長
を
議
長
に
選

出
し
、
議
事
録
署
名
者
に
南
種
子
町
の

梶
原
弘
徳
町
長
と
東
串
良
町
の
奥
園
拓

夫
町
長
を
指
名
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

報
告
第
１
号
か
ら
第
10
号
、
議
案
第

１
号
か
ら
第
16
号
を
本
会
の
各
課
長
が

説
明
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ

れ
た
。

引
き
続
き
、
葛
迫
事
務
局
長
が
議

案
第
17
号
の
平
成
27
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
し
、「
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
は
、「
鹿
児
島
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
経
営
計
画
」
に

基
づ
き
作
成
し
、
保
険
者
の
負
託
に
応

え
る
た
め
、
審
査
事
務
の
質
の
向
上
を

図
り
、
審
査
支
払
機
関
と
し
て
更
な
る

充
実
と
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
推
進

及
び
、
保
健
事
業
の
推
進
に
努
め
、
医

療
費
の
適
正
化
等
、
保
険
者
支
援
に

取
り
組
む
」
と
述
べ
、
６
つ
の
方
針
に

沿
って
事
業
を
実
施
し
て
い
く
と
続
け
た

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）。

続
け
て
、
議
案
第
18
号
か
ら
議
案
第

28
号
ま
で
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

平成27年度の歳入歳出予算案を審議する出席者
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平成27年第１回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会特  集

● 一般会計
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度
１ 負担金 82,005 83,593 1 会議費 868 1,130
2 国庫支出金 7,093 11,990 2 総務費 154,814 120,064
3 国保中央会支出金 1 1 3 事業費 53,552 51,339
4 財産収入 1 1,635 4 借入金償還金 1 1
5 繰入金 306,587 90,001 5 積立金 15,778 1,635
6 繰越金 25,000 16,000 6 繰出金 216,586 1
7 諸収入 31,913 5,421 7 諸支出金 6,983 6,985
8 借入金 1 1 8 予備費 4,019 27,487

歳　入　合　計 452,601 208,642 歳　出　合　計 452,601 208,642

● 診療報酬審査支払特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 684,049 698,951 1 総務費 492,586 512,838
2 国庫支出金 7,023 10,619 2 審査委員会費 44,786 47,251
3 国保中央会支出金 1 1 3 レセプト電算処理システム特別分担金 248,610 32,165
4 助成事業受入金 172,464 163,920 4 助成事業支出金 172,464 163,920
5 繰入金 290,375 6 5 積立金 134,467 3
6 繰越金 1 90,000 6 特別審査負担金 2,546 2,840
7 諸収入 11,074 14,304 7 借入金償還金 1 1
8 借入金 1 1 8 諸支出金 54,400 43,000
　　 9 予備費 15,128 175,784
歳　入　合　計 1,164,988 977,802 歳　出　合　計 1,164,988 977,802

● 診療報酬審査支払特別会計　国民健康保険診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 国民健康保険診療報酬受入金 157,485,825 154,881,388 1 国民健康保険診療報酬支出金 157,485,825 154,881,388
2 借入金 700,000 700,000 2 市町村貸付金 700,000 700,000
3 市町村償還金 700,185 700,553 3 借入金償還金 700,185 700,553
4 繰越金 68,952 59,025 4 繰出金 1 1
5 諸収入 2 2 5 予備費 68,953 59,026

歳　入　合　計 158,954,964 156,340,968 歳　出　合　計 158,954,964 156,340,968

● 診療報酬審査支払特別会計　公費負担医療に関する診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療受入金 4,308,768 3,743,198 1 公費負担医療支出金 4,308,768 3,743,198
2 繰越金 23,374 24,106 2 予備費 23,376 24,108
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 4,332,144 3,767,306 歳　出　合　計 4,332,144 3,767,306

●  診療報酬審査支払特別会計　出産育児一時金等に関する支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 出産育児一時金等受入金 3,835,952 4,191,223 1 出産育児一時金等支出金 3,835,952 4,191,223
2 借入金 1 1 2 市町村貸付金 1 1
3 市町村償還金 2 2 3 借入金償還金 2 2
4 繰越金 1 1 4 予備費 3 3
5 諸収入 2 2

歳　入　合　計 3,835,958 4,191,229 歳　出　合　計 3,835,958 4,191,229

平成27年２月20日の通常総会において、平成27年度一般会計並びに各会計の予算
が承認されたので公告する。
	 平成27年２月20日

鹿児島県国民健康保険団体連合会　理事長　本 田   修 一

公
　
告

《平成27年度各会計別予算状況》
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● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 615,309 624,413 1 総務費 441,911 465,097
2 国庫支出金 5,435 9,040 2 審査委員会費 62,970 64,504
3 県支出金 1 1 3 特別審査負担金 1,786 2,000
4 繰入金 44,931 6 4 積立金 74,248 11,374
5 諸収入 2 2 5 繰出金 33,000 35,000
6 繰越金 1 100,000 6 負担金 25,329 25,269
7 借入金 1 1 7 借入金償還金 1 1

8 諸支出金 1 1
9 予備費 26,434 130,217

歳　入　合　計 665,680 733,463 歳　出　合　計 665,680 733,463

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　後期高齢者医療診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 後期高齢者医療診療報酬受入金 254,387,857 261,958,785 1 後期高齢者医療診療報酬支出金 254,387,857 261,958,785
2 県支出金 1 1 2 予備費 4 4
3 繰越金 1 1
4 諸収入 2 2

歳　入　合　計 254,387,861 261,958,789 歳　出　合　計 254,387,861 261,958,789

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　公費負担医療に関する診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療受入金 1,439,505 1,161,146 1 公費負担医療支出金 1,439,505 1,161,146
2 県支出金 1 1 2 予備費 4 4
3 繰越金 1 1
4 諸収入 2 2

歳　入　合　計 1,439,509 1,161,150 歳　出　合　計 1,439,509 1,161,150

●  国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 国庫支出金 1 1 1 総務費 12,703 12,594
2 特定資産収入 1 1 2 事業費 2,024,162 2,217,392
3 預託金取崩収入 2,071,263 2,265,060 3 特定資産支出 2 2
4 特定資産運用収入 2 2 4 借入金償還金 2 2
5 借入金 1 1 5 諸支出金 1 1
6 諸収入 3 3 6 繰出金 2 2
7 繰越金 1 2,000 7 予備費 34,400 37,075

歳　入　合　計 2,071,272 2,267,068 歳　出　合　計 2,071,272 2,267,068

● 保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 共同事業拠出金 60,153,174 31,705,854 1 総務費 11,966 11,501
2 国庫支出金 25,842 25,842 2 交付金支出金 60,153,174 31,705,854
3 超高額医療費共同事業交付金 153,874 148,546 3 超高額医療費共同事業医療費拠出金 102,573 104,953
4 繰入金 2 2 4 基金積立金 2 2
5 繰越金 1,000 1,000 5 予備費 66,180 58,937
6 諸収入 2 2
7 財産収入 1 1

歳　入　合　計 60,333,895 31,881,247 歳　出　合　計 60,333,895 31,881,247

● 第三者行為損害賠償求償事務共同事業特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 損害賠償受入金 651,255 588,453 1 総務費 24,349 22,203
2 国庫支出金 10 10 2 損害賠償支出金 620,243 560,432
3 繰越金 1 3,000 3 予備費 6,676 8,830
4 諸収入 2 2

歳　入　合　計 651,268 591,465 歳　出　合　計 651,268 591,465

● 保険者協議会関係業務特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 負担金 751 707 1 事業費 1,502 1,414
2 国庫支出金 751 707 2 予備費 1 1
3 諸収入 1 1

歳　入　合　計 1,503 1,415 歳　出　合　計 1,503 1,415
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平成27年第１回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会特  集

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 55,153 57,054 1 総務費 47,332 44,972
2 国庫支出金 2,560 4,582 2 負担金 8,160 9,176
3 積立金繰入金 6,419 0 3 積立金 6,962 1
4 繰越金 1 3,000 4 予備費 1,681 10,489
5 諸収入 2 2

歳　入　合　計 64,135 64,638 歳　出　合　計 64,135 64,638

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　特定健康診査・特定保健指導等費用支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 特定健診・特定保健指導等費用受入金 1,152,775 1,241,505 1 特定健診・特定保健指導等費用支出金 1,152,775 1,241,505
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 1,152,778 1,241,508 歳　出　合　計 1,152,778 1,241,508

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　後期高齢者健診等費用支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 後期高齢者健診等費用受入金 253,945 279,218 1 後期高齢者健診等費用支出金 253,945 279,218
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 253,948 279,221 歳　出　合　計 253,948 279,221

● 介護保険事業関係業務特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 196,312 197,962 1 総務費 143,087 133,418
2 負担金 3,409 3,352 2 審査委員会費 2,342 2,389
3 国庫支出金 2,000 2,000 3 介護サービス苦情処理委員費 928 1,084
4 県支出金 1 1 4 国保中央会負担金 39,542 38,323
5 国保中央会支出金 405 869 5 主治医意見書料等支出金 82,079 78,866
6 主治医意見書料受入金 82,079 78,866 6 介護予防ケアマネジメント負担金支出金 1 0
7 介護予防ケアマネジメント負担金受入金 1 0 7 積立金 24,579 3
8 財産収入 0 1 8 諸支出金 12,000 12,000
9 繰入金 39,190 3 9 予備費 19,088 53,973
10 繰越金 1 37,000
11 諸収入 248 2

歳　入　合　計 323,646 320,056 歳　出　合　計 323,646 320,056

● 介護保険事業関係業務特別会計　介護給付費等支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 介護給付費受入金 152,801,131 148,857,202 1 介護給付費支出金 152,801,131 148,857,202
2 介護予防・日常生活支援総合事業費受入金 111,844 260 2 介護予防・日常生活支援総合事業費支出金 111,844 260
3 借入金 100,000 100,000 3 市町村貸付金 100,000 100,000
4 市町村償還金 100,073 100,079 4 借入金償還金 100,073 100,079
5 繰越金 1,225 1,225 5 予備費 1,227 1,227
6 諸収入 2 2

歳　入　合　計 153,114,275 149,058,768 歳　出　合　計 153,114,275 149,058,768

● 介護保険事業関係業務特別会計　公費負担医療等に関する報酬等支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療等受入金 1,426,540 1,260,399 1 公費負担医療等支出金 1,426,540 1,260,399
2 繰越金 9 9 2 予備費 11 11
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 1,426,551 1,260,410 歳　出　合　計 1,426,551 1,260,410
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● 障害者総合支援法関係業務等特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 50,643 47,158 1 総務費 25,481 23,704
2 国庫支出金 1 1 2 国保中央会負担金 18,975 14,425
3 県支出金 1 1 3 訪問調査委託料支出金 1 1
4 国保中央会支出金 448 487 4 積立金 5,276 0
5 訪問調査委託料受入金 1 1 5 予備費 6,116 11,522
6 財産収入 0 1
7 繰入金 4,752 1
8 繰越金 1 2,000
9 諸収入 2 2

歳　入　合　計 55,849 49,652 歳　出　合　計 55,849 49,652

● 障害者総合支援法関係業務等特別会計　障害介護給付費支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 障害介護給付費受入金 35,174,929 33,156,770 1 障害介護給付費支出金 35,174,929 33,156,770
2 借入金 78,000 78,000 2 市町村貸付金 78,000 78,000
3 市町村償還金 78,057 78,062 3 借入金償還金 78,057 78,062
4 繰越金 1 1 4 予備費 3 3
5 諸収入 2 2

歳　入　合　計 35,330,989 33,312,835 歳　出　合　計 35,330,989 33,312,835

● 障害者総合支援法関係業務等特別会計　障害児給付費支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 障害児給付費受入金 5,580,036 3,209,965 1 障害児給付費支出金 5,580,036 3,209,965
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 5,580,039 3,209,968 歳　出　合　計 5,580,039 3,209,968

● 各会計合計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度
歳　入　合　計 685,593,853 652,877,600 歳　出　合　計 685,593,853 652,877,600

❶医療保険制度改革における国保基盤強化協議会の動向を注
視しながら国保を取り巻く現状の変化を把握し、国保保険者
の都道府県化に伴う県と市町村で役割分担される業務につい
ても本会で受託できるような体制を構築する。

　　国民健康保険制度・後期高齢者医療制度・介護保険制度
を支えるために、これまで培った業務実績とノウハウを十分に
機能させた保険者支援に積極的に取り組むことにより、保険
者の共同体として信頼される国保連合会としての役割を担って
いく。

❷審査支払機関として診療報酬の適正な審査及び正確な支払い
を行い、保険者から更なる信頼を得るとともに、審査業務にお
けるＩＴの効果的な活用や担当職員の審査に係る知識の向上
を図り、審査の質の向上と効率化につなげ、医療費適正化を
進める。

❸本会を取り巻く環境に適切に対応できるように業務改善能力
及び業務遂行能力を高める。また、組織運営における職務職

階ごとの職員の能力を強化するため、研修体制を強化し「人
財」の育成に努めると共に、職員の資質向上や育成を図るた
めに他県国保連合会等との人事交流等を行い組織の活性化
を図る。

❹保険者の厳しい財政状況を踏まえ、医療費適正化に繋がる各
種事業を効率的・効果的に実施すると共に運営コストの削減
を図り、財務諸表（貸借対照表・正味財産増減計算書）を
活用し、財務状況を明らかにし、健全な事業運営に努める。

❺保険者等の医療費適正化に資するため、医療・健診・介護
等に関するデータの分析及び提供、保健事業の進め方等、保
険者のデータヘルス計画に関する取り組みの支援を行う。

❻医療・介護総合確保推進法における平成２７年介護保険制度
改正が行われることから、総合事業などが複雑かつ多様化す
ることが予想されるため、市町村業務が円滑に行えるように十
分な支援を行う。

基本方針に基づき、重点事項を柱に事業を実施

〈基本方針〉
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平成27年第１回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会特  集

【審査支払関係】
❶審査支払機関としての適正な審査と正確な支払いに努め、保

険者から更なる信頼を得る。

❷審査委員会における審査の充実及び審査取扱い上の差異解
消のため、審査事務共助支援システムの機能を有効に活用し
た事務共助を行う。

❸保険者による柔道整復師の施術の療養費の適正化への取組
みの支援として、保険者が「多部位、長期又は頻度が高い
施術を受けた被保険者等への患者調査」を効率的、効果的
に行うために、柔整療養費申請書の画像データをOCRで読み
取り、多部位、長期又は頻度が高い施術を受けた被保険者
情報を保険者へ提供する。

❹事務共助担当職員の各種研修会を開催し資質向上を図る。ま
た国保中央会主催の審査事務共助知識力認定試験等を受験
し、審査関連業務の資格取得の推進により職員の資質向上を
図り査定率向上に繋げる。

【保険者支援関係】
❶市町村の保健師のマンパワー不足対策や地域の保健活動に従

事する在宅保健師等の組織の支援を行い健康まつり、ふれあ
いサロン等に派遣する。

　　また、手芸・体操・レクリエーションの研修会を開催し支援
者や在宅看護師等のスキルアップを図るとともに、ふれあいサ
ロンの増設、サロン支援者の増員、養成に努める。

❷保険税収納アドバイザー派遣事業は、収納率の低い保険者へ
継続して実施し、市町村（保険者）の国保財政の安定化に
繋げる。

❸生活習慣病対策支援事業については、医療費分析、保健指
導の専門家を派遣し、医療・健診データにより生活習慣病等
の現状の課題を分析し、予防対策を専門家や保険者と検討
し、保健事業計画の策定や実施を支援し、医療費の適正化
に繋げる。

❹保険者の国保担当者、保健師等が国保データベース（ＫＤＢ）
システムを活用して策定するデータヘルス計画をＰＤＣＡサイク
ルに沿って実施するためのデータ分析の方法及び分析結果か
ら保健事業計画策定へ展開するスキルの向上、重症化予防に
向けた保健指導の実践できる技術を習得する研修を行う。

　　また、そのデータヘルス計画に基づいた保健事業の支援及
び評価を行う「保健事業支援・評価委員会」で保険者の保
健事業計画に基づき、ＰＤＣＡ サイクルに沿った保健事業の
展開が図れるよう指導・助言を行う。

❺重複・頻回受診対策として保険者の担当者、在宅保健師向
けの研修会を開催し、在宅保健師を保険者に派遣し、保険者
の担当者と連合会で抽出しているリストを基に、重複・頻回受
診者を対象にした訪問指導を行い、適正な受診や疾病の重症
化予防のための生活習慣改善への支援・療養方法等の保健
指導を行う。

❻介護給付適正化については、平成２７年度から全保険者を対
象に支援事業を実施するため、適正化システムから出力される

「縦覧点検」及び「医療情報との突合」の帳票を活用すると
共に、本会で事業所への確認を実施し、過誤申立処理までの
一連の作業を行う。

【その他事業】
広報事業について、テレビ広報番組「国保でＨＯＴ情報」

は、各健康週間等についても時節をとらえて広報を行うほか、
保険者の特定健診・特定保健指導、保険者の生活習慣病
予防・重症化予防対策のデータヘルスの取り組みを中心に、

「国保かごしま」と連携して広報する。また、「国保かごしま」
の内容をホームページ等で公開するとともに、モバイル対応す
ることにより、パソコン以外のスマートフォンやタブレットからも
閲覧できるようにする。

１．会務の運営
（１）本会の運営に関する事項
（２）個人情報の保護・情報セキュリティ対策の推進

２．一般事業
（１）業務推進に関する事項
（2）育成指導に関する事項
（3）広報活動に関する事項
（4）調査研究に関する事項
（5）事業振興に関する事項

３．診療報酬審査支払事業
（１）審査精度及び査定率の向上
（2）�国保総合システム（審査支払系）の円滑な運用及びＩＴの推進
（3）研修の充実
（4）保険者のレセプト点検支援
（5）保険者間調整の恒久化

４．介護保険事業
（１）介護給付費等の審査支払業務の推進
（2）介護サービス苦情処理業務の推進
（3）介護給付適正化支援事業（新規）
（4）介護保険業務に係る保険者等の支援
（5）�介護・国保・後期高齢者医療の保険料等の特別徴収情報経由

事業（年金からの特別徴収事務）の円滑な実施

５．障害者総合支援事業
（１）障害介護給付費の支払業務等の運用
（2）障害者総合支援に係る市町村等への支援

６．保険者事務共同事業による保険者支援
（１）保険者事務電算共同処理事業に関する事項
（2）�保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業に関する事項
（3）第三者行為求償事務共同事業に関する事項
（4）広報共同事業に関する事項
（5）レセプト点検事務共同事業に関する事項

７．保健事業のための保険者支援
（1）医療費適正化に資するための支援
（2）保険者の特定健診・特定保健指導に関する支援
（3）特定健診・特定保健指導のデータ管理業務
（4）ねたきり防止支援事業「ふれあいサロン」の支援
（5）市町村保健事業への派遣
（6）保健事業推進のための職員・指導者研修等

８．その他事業
（1）国保診療施設への支援
（2）保険者協議会の運営

９．適正な予算編成及び執行
・�予算編成にあたっては、実績をもとにＰＤＣＡサイクルの検証を行

い、事業の見直し及び事務費の節減に努める。
・�予算執行においては入札の適正化及び数値目標を設定した経費削

減に努め、保険者負担の軽減を図る。
・�公認会計士による監査や内部監査を実施するとともに、ＩＴコンサル

タントの助言を得てシステム構築・設計の検証を行うなど、適正な執
行に努める。

〈重点事項〉

〈実施事業〉
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体
制

を
と
っ
て
い
る
同
課
健
康
増
進
係
は
、

保
健
師
３
人
（
う
ち
臨
時
職
員
１
人
、

パ
ー
ト
１
人
）
管
理
栄
養
士
１
人
、
看

護
師
２
人
、
庶
務
１
人
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
健
福
祉
の
分
野
に
従
事
す

る
専
門
職
が
職
種
、
人
数
と
も
に
増
え

て
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活

か
せ
る
チ
ー
ム
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

重
要
な
の
は
身
近
な
地
域
で

の
支
え
合
い

喜
界
町
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
少
子
高
齢
化
も
深
刻
で
す
。
平
成

24
年
度
に
は
町
立
幼
稚
園
、
小
中
学

校
の
大
き
な
再
編
（
幼
稚
園
９
園
（
休

園
中
も
含
む
）
→
２
園
、
小
学
校
９
校

→
２
校
、
中
学
校
３
校
→
１
校
）
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
人
の
働
く
場

が
少
な
く
、
高
校
卒
業
後
は
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
た
ち
が
島
を
出
て
い
く
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
の

推
計
で
は
高
齢
化
率
が
40
％
を
超
え

る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
喜
界
町
の

37
集
落
の
う
ち
25
集
落
は
す
で
に
高
齢

化
率
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
は
事
業
所
も
増
え
、
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
だ
け

で
は
高
齢
者
の
地
域
で
の
暮
ら
し
は
支

え
き
れ
ま
せ
ん
。
一
人
暮
ら
し
に
不
安

を
抱
え
、
島
外
の
子
ど
も
た
ち
の
と
こ

ろ
へ
移
ら
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

喜界町地域包括支援センターのメンバー（筆者下段
右）

情報交換が中心となっている集落での見守りネットワーク会
議の様子
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保健師
ルポ

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
願
い
は
、
住
み
慣

れ
た
我
が
家
で
一
日
で
も
長
く
暮
ら
し

た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
要
介
護
状
態
の
予
防
、
重
度

化
の
予
防
、
そ
し
て
身
近
な
地
域
で
の

支
え
合
い
が
と
て
も
重
要
で
す
。
集
落

で
は
、
民
生
委
員
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
中
心
に
協
力
員
に
よ
る
見
守

り
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
（
事
業

は
社
協
委
託
）。
ま
た
、
定
期
的
に
集

落
で
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
持

た
れ
て
お
り
、
会
議
に
は
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
必
ず
職
員
が
出
席
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
見
守
り
対
象
と
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
お

け
る
困
り
ご
と
等
を
通
し
て
身
近
な
地

域
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
作
り
に
つ

な
げ
て
い
け
る
大
切
な
場
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
で
も
よ
く
話
題
に
の
ぼ
る

の
が
、
認
知
症
の
方
の
支
援
に
つ
い
て

で
す
。

保
健
師
の
役
割
は　
　
　
　

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

認
知
症
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
の
関

心
が
と
て
も
高
く
、
講
演
会
等
に
は

毎
回
多
数
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
喜
界
町
に
は
、
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
鹿
児
島
県
支
部
（
以
下

県
支
部
）
喜
界
地
区
会
「
よ
～
り
よ

～
り
」
が
あ
り
ま
す
。
家
族
会
は
介

護
者
支
援
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に

は
県
支
部
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
認
知

症
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
喜
界
島
を
開
催
し
ま

し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
男
性
介
護

者
の
方
（
県
支
部
会
員
）
の
体
験
談

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
家
族
の
立
場

か
ら
２
人
、
事
業
所
か
ら
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
ホ
ー
ム
、

医
療
機
関
、
そ
し
て
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
６
人
（
少
々
欲
張
り
す
ぎ
で

し
た
・
・
・
）。
実
際
の
事
例
に
基
づ
い

た
発
表
が
と
て
も
好
評
で
し
た
。
終
了

後
に
は
「
認
知
症
の
人
を
見
か
け
て
も

知
ら
ん
ふ
り
し
て
い
た
が
こ
れ
か
ら
は

声
を
か
け
た
い
」
な
ど
嬉
し
い
感
想
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
わ
が
町
の
パ
ネ
リ
ス

ト
の
皆
さ
ん
に
発
表
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
と
て
も
伝
わ
り
や
す
く
、
身
近
な

問
題
と
し
て
考
え
や
す
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
ぜ
ひ

継
続
し
て
い
き
た
い
事
業
の
一
つ
に
な

り
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
属
に

な
っ
て
約
10
カ
月
。
保
健
師
の
役
割
は

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
部
分
が
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
と
人
、
関

係
機
関
同
士
、
そ
し
て
課
題
を
支
援
策

へ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
（
!?
）
を
つ

な
い
で
事
業
所
や
行
政
の
枠
を
超
え
て

「
チ
ー
ム
喜
界
」
と
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
。
そ
れ
が
今
の
私
の

大
き
な
目
標
で
す
。

認知症フォーラムin喜界島でのパネルディスカッション
の様子

介護予防教室の参加者とスタッフ

喜界町メモ

喜界島は、鹿児島から南へ３８０㎞、東経１３０度線上の

太平洋と東シナ海の洋上に浮かぶ周囲48.６㎞の隆起サンゴ

礁の平坦な島です。現在も年間２㎜というスピードで隆起し

ている島であること、近年貴重な発見が続いている遺跡群

等、学術的にも貴重な島と言われています。

年間を通して温暖な気候に恵まれ、サトウキビを基幹作

物とした農業が盛んです。中でも日本一の生産量を誇る香

り高い白ゴマは有名です。

「よろこびと」
石垣の隙間に住んでいて島

の人を幸せにする幻の小人。

喜界町

喜界町公認マスコットキャラクター
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